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　平成21年10月１日（木），学校法人日本赤十字学園・
大塚義治理事長（日本赤十字社副社長）から本学４
年生に向け，「これからの社会，医療，そして看護
−皆さんに期待するもの−」と題する特別講義が行
われた（図１）。スライドやDVDを用いて，赤十
字思想，日本赤十字社の役割・使命，わが国の医療，
特に看護をめぐる課題と今後の方向についてわかり
やすく伝えられた。
　DVDは2005年に愛知県で開催された愛・地球博
の赤十字・赤新月パビリオンでも使用されたもので，
そこでは７分間の映像を見るために，最長で６時間
待ちが起き，会期中の来場数も47万人，集まったメッ
セージも５万通だったことが紹介された。パビリオ
ンで上映された世界の紛争犠牲者や自然災害の被災
者の映像が流されると，学生たちはその悲惨さを目
のあたりにして，平和や安全・安心な社会のありが
たさをかみしめながら，熱心に映像に見入っていた。
　また，「惻隠の情（心）」という孟子の言葉を示さ
れ，他人の苦しみを見過ごしにできない心というこ
とは，赤十字の精神に通ずると述べられた。最近の
社会保障・医療・看護を取り巻く大きな環境の変化
として，人口構造の変化（少子高齢化），経済・財

政と社会保障・医療，人的医療資源と医療提供体制
を挙げられた。看護をめぐる課題としては図２のよ
うな論点を提示され，これからの看護について図３
に示した３つの仮説を話された。

　ご多忙にもかかわらず，学生のために大変有意義
な講義をしていただき，本学教職員一同心からお礼
申し上げたい。

特別講義

これからの社会，医療，そして看護

日　時：平成21年10月１日　　14：25～15：55
場　所：日本赤十字広島看護大学　ソフィアホール
講演者：日本赤十字学園理事長・日本赤十字社副社長　大塚　義治

図２　看護をめぐる課題

図１　大塚理事長による特別講義の様子 図３　これからの看護




